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会長兼第30回研究発表大会実行委員長 潜道 文子 

  

第３０回研究発表大会のお知らせと発表者公募の件 
 

2022年度の研究発表大会は7月30日（土）～31日（日）に拓殖大学主催で開催します。 

統一論題は「経営倫理30年の歴史と展望―グローバル時代の理論と実践－」と決まりました。 

今回は、当学会の創設30周年を前に、第30回の研究発表大会にふさわしいテーマと致しました。 

我が国に、経営倫理の概念を最初に持ち込み、あらゆる機会を通じ、広く社会に企業（組織）経営に必要な概

念として、「経営倫理」の重要性を広めるという地道な作業を、創設者水谷雅一先生を中心に開始したのが、「日

本経営倫理学会」であります。この30年の歴史の中で、今や広く行き渡りつつある言葉として「コンプライアン

ス経営」や「インテグリティ経営」などがありますが、これも当学会の残してきた活動の成果として広がったと

いっても過言ではないでしょう。 

しかし残念なことに、現在もなお、形を変え様々な企業や組織（官民を問わず）において「不正」、「不祥事」

として様々な事象が生起しております。 

そこで今回の学会では、統一論題を上記の通りとし、このことを中心に多くの投稿を期待するとともに、第1

日目に予定されている記念シンポジウムでも、経営倫理30年を振り返って、経営倫理の理論的観点に加え実務の

観点からの講演も計画しております。 

発表を希望される方は下記の要領に従ってご応募ください（参照：論文規程、予稿提出要領）。 

なお、前回に引き続き今回も英語報告セッションも予定しております。 

 

記 

１． 応募資格：日本経営倫理学会会員 

 

２．応募および要旨・予稿提出締切日：２０２２年２月２５日(金曜日)必着  

＊締切日以降は受付不可となりますのでお気をつけください。 

＊要旨および予稿は電子データでWordとPDFファイルの両方を提出してください。 

＊電子データはメール添付で提出してください。 

１）発表要旨： 

① 連絡先、発表題名、８００字程度の「発表要旨」を添えてお申込みください。 

② 問題意識、発表テーマを取り上げた理由、論点、結論と主張などの内容を盛り込んで簡潔に述べてください。 

２）予稿原稿： 

＊「予稿」はそのままPDF化して『予稿集』として編集・掲載しますので、以下の要領に従ってください。 

① A4判用紙縦使用、横書き２段組みで執筆する。（別紙「予稿原稿 サンプル」をご参考下さい） 

②和文の場合は、字数・行数および文字フォントは、２０字・３６行・ＭＳ明朝体、１０．５ポイントと

する。欧文の場合は１行４０文字、文字は１０.５ポイントで作成する。 

③日本語1頁は１４４０文字相当、 英文1頁は６００単語前後とする。 

④ 原稿本文はWord（横書き）で執筆し５頁以内。図・表は本文とは別にし、１頁以内。（全体６頁） 

⑤ 原稿の最初の行中央に論文タイトルを記入してください、副題をつける場合は、主題の下に和文・

欧文の両方で記述する。２行目に執筆者、所属（勤務先）、職位等は、和文・欧文を併記し、一行

あけてから本文を開始する。 

⑥注は後注方式とする。本文中の当該個所右肩に 1) 、2) などと通し番号を付して、本文の最後に

まとめて番号を付して記述する。 



 

３．応募先   日本経営倫理学会 第30回研究発表大会実行委員会 

        E-mail：info@jabes1993.org 

◇発表希望者は２０２１年度までの年会費を完納してください。 

納入の有無は事務局までお問い合わせください（問合せ先：本学会事務局 info@jabes1993.org ）。 

◇発表希望者多数の場合は実行委員会で人数の調整させていただきますので、予めご承知おきください。 

◇調整に関するお問い合わせは事務局ではお答えできませんので、併せてご承知おきください。      

 

以上 
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